












































































































































































































































































































































































































































































































びきの糸となったのであるが，それは簡単につぎのように定式化することができる 0 ・ー ・社会
の物質的生産諸力は，その発展のある特定段階において，それらが従来その内部で運動してき
たところの現存の生産諸関係と，またはそれらの法律的表現にすぎないところの所有関係と，
矛盾するようになる。これらの諸関係は，生産諸力の発展形態からその桟橋に急変する。する
と社会革命の一時期がはじまる。経済的基盤の変化にともなって，巨大な上部構造全体が，徐
々に，または急激に変革される。このような変革を考察するさいには，経済的な生産諸条件に
おける白然科学的に正確に確認される物質的変革と，人間がこの衝突を意識して，これを克服
するところの，法律的，政治的，宗教的，芸術的または哲学的な，要するにイデオロギー的な
諸形態とが，いつも区別されなければならない。ある個人が自分をどう考えているかにしたが
って，その個人がなんで、あるかを判断しないのと同じように，このような変革時代をその時代
の意識から判断することはできなL、。むしろこの意識を物質的生活の諸矛盾から，社会的な生
産諸カと生産詩関係とのあいだに現存する衝突から説明しなければならない。ある社会構成は，
発展の余地ある生産諸力がすべて発展しきらないうちは，決して没落するものではなく，また
新しし、，より高度の生産諸関係は，それらの物質的な実存諸条件が旧社会自体の胎内でふ化し
おわるまでは，決して交代して現れるものではない。だから，人聞はつねに自分の解決できる
諸課題だけを白分に課するのである。
大づかみにいって，経済的社会構成体のあいつぐ諸時代として，アジア的・古代的・封建的
・ブルジョア的の諸生産様式をあげることができる。ブルジョア的生産関係は，社会的生産過
程の最後の敵対的な形態である。ここに敵対的というのは，個人的敵対の意味ではなく，諸個
人の社会的生活条件からうまれてくる敵対の意味である。しかし，ブルジョア社会の胎内で発
展してくる生産力は，同時にこの敵対を解決するための物質的諸条件をつくりだす。だから，
この社会構成体がおわるとともに人聞社会の前史がおわるのである。」
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マルクスは以上の叙述で，社会構成体のあいつぐ諸時代としての四つの生産様式をあげてい
る。
生産様式は，生産力と生産関係の統一物である。生産力は，生産における人と自然との関係
であり，人聞が自然に働きかけて財貨を生産する力量を示す概念である。これに対し，生産関
係とは，生産における人と人との関係である。この生産力と生産関係の統一物が生産様式であ
り，この生産様式の差異が，原始共同社会，奴殊制社会，封建社会，資本制社会，社会主義社
会などの差異を規定する，とマルクスはみたのである。
マルクスが史的唯物論を確立し，社会発展の法則を解明する以前には，自然について唯物論
的にみることのできた人たちも，社会については唯物論的にみることができなかった。
そして社会の発展に何らかの法則を見出したとしても，それらは観念的，非科学的見解にす
ぎなかった。
よく知られているように，へーゲルは「世界史は，自由の精神とLづ意識の展開過程，なら
びに，この意識によってもたらされる現実化の展開過程」（『歴史哲学』〕であると述べており，
また「世界史とは， 一精神の発展行程であり，精神の現実的生成であるとL、うこと， －－過
去に起こった事，そして日々に起こる事象のすべてが，神なしにはありえないどころか，本質
的に神御自身の御業であるということ，この洞察のみが，はじめて能く精神を世界史ならびに
現実界と宥和せしめるのである」と述べている。
マルクスはこのような観念論を社会・歴史の研究分野から追放して，労働者がどのような社
会をつくれば，自己の階級だけでなく，全人類を解放することができるかを，明らかにしたの
である。
マルクス主義の創始によって，社会科学は質的な発展をとげ，労働者階級の社会改造運動は
その理論的基礎を与えられて質的な変化をみせるにいたった。すなわち，人類は，目的意識的
に，理想社会を建設するための闘争を開始するようになったのである。
金正白書記は次のように述べてし叩。
「マルクスはドイツの古典哲学，イギリスの古典経済学，フランスの空想的社会主義学説な
ど，当代における先進的思想・理論の批判的な検討と資本主義社会の矛盾の分析にもとづいて，
弁証法的および歴史的唯物論の原理を明らかにし，剰余価値学説を提示し，資本主義滅亡の不
可避性と共産主義勝利の必然性を論証して社会主義を空想、から科学に変えた。
マルクスの卓抜な功績によって労働者階級は，はじめて，科学的世界観をもって社会発展の
法則を把握し，階級的解放の実現と明るい新社会建設の前途を見通すようになった。〈「マルク
ス・レー ニン主義とチュチェ思想、の旗を高くかかげて進もう」 1983年5月2日〉
社会発展の法則についてのマルクスの『経済学批判』の「序言」における叙述を，私たちは
表面的に理解するという誤りをおかしてはならない。
マルクスは生産力と生産関係の矛盾によって，社会革命の一時期がはじまる，と述べてL情。
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しかしこのことを生産力と生産関係の矛盾によって社会が発展する，と理解しではならない。
矛盾は事物の発展の前提条件ではあるが，矛盾それ自体が発展の原動力であり推進力であるこ
とを意味しない。矛盾とは事物の内部に矛盾した関係があるということであって，この矛盾し
た関係にある対立物が，事物を発展させるのである。たとえば人間と自然との関係をみると，
そこには矛盾が存在する。だからといって，それだけで人間と自然の矛盾が解決されるもので
はない。人間と自然との聞の矛盾を解決するのは，この矛盾を自覚した人聞の自然改造運動で
ある。
生産力と生産関係の矛盾を解決するのも，同様に人開の社会改造運動，勤動人民大衆の社会
改造運動である。
このように，人間（人民大衆〉が社会改造の主体である。マルクスの「序言」でも次のように
述べられている。
「このような変革を考察するさいには，経済的な生産諸条件における自然科学的に正確に確
認された物質的変革と，人間がこの衝突を意識して，これを克服するところの……」。
つまり，ここでマルクスは人聞が衝突を意識して，これを克服するために，社会改造運動を
する，と指摘しているのである。
まだ記録に残る歴史の以前に存在した原始共同体について，ほとんど知られていなかった
1848年に発表された『共産党宣言』で，マルクスとエンゲルスは「これまでの社会の歴史は階
級闘争の歴史である」と述べている。すなわち生産力と生産関係の矛盾を解決するのは，この
矛盾のなかに生き，自主性を求めて支配階級に反抗して闘う勤労人民大衆である。したがって
「序言」のなかで「これらの諸関係は，生産諸力の発展形態からその桂袷に急変する。すると
社会革命の一時期がはじまる」とし、う叙述は，マルクスの階級闘争説と結びつけて理解されな
ければならないのである。社会革命の一時期が階級闘争によってはじまるのである。
しかし，マルクスは「序言」では，社会の発展を「経済的な生産諸条件における自然科学的
にE確に確認される物質的変革を」重視して「社会的な生産諸力と生産諸関係のあいだに現存
する衝突」を説明しているため，階級闘争については言及していないのである。けれども自然
の発展には意識的な活動主体はないけれども，社会の運動には意識的に活動する主体があるの
だから，社会の歴史を自然史のようにみることはできない。
社会発展の原因，原動力は，発展を志向する主体，すなわち勤労人民である。人民大衆が社
会と歴史の主体であり，人類の歴史は，自主位をめざす人民大衆の闘争の歴史である。
しかし自主性をめざす人民大衆の闘争も，マルクス主義の出現以前と，それ以後とでは質的
に変化したことを見落すことはできない。
資本主義社会が成立し，賃金労働者階級が生まれ，マルクス主義が創始される以前の勤労人
民大衆は，生産力と生産関係の矛盾のなかで苦しみ，ただより幸せになり，自由になり，自主
性を一段と高めようとして闘争したのであり，彼らの階級闘争が歴史を前進させたのではある
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が， しかし彼らはどのような社会を建設すればみずからを真に解放し，自主的に生きることが
できるかについては知らなかったのであり，またそのような社会を実現するための政治力や軍
事力も所有していなかったのであり，彼らの思考意識も未熟であり，かつまた客観諸条件も準
備されていなかったのである。
原始共同社会から資本主義社会にいたるまでの歴史の発展は，人民大衆の自主性をめざす創
造的運動の歴史ではあったが， しかしマルクス主義の創始以前の人民大衆の闘争は，ただ当面
の支配者，抑圧者からの解放を求める闘争であり，目的意識的な新社会建設のための闘争では
なかったのである。
しかし社会発展の法則が解明され，資本主義社会の研究によって社会主義共産主義社会の必
然性が明らかにされた結果，人類は目的意識的に理想社会を目指して闘争することが可能とな
たっ。
まさにマルクス主義の創始によって労働者階級は，歴史上はじめて科学的世界観にもとづい
て新社会わ建設をめざして階級闘争を展開することができるようになったのであり，マルクス
主義の創始によって人類の社会改造運動はそれまでの限界をのりこえて質的転換をとげるにい
たったのである。そしてとのような質的に高い段階での革命闘争をマルグスとエンゲルスは，
彼らの生涯において実践したのである。
マルクスとエンゲノレスが1845～6年にかけて『ドイツ・イデオロギー』を書いた当時，労働
者はほとんど例外なく，彼らの歴史的役割についての自覚が欠けていることをよく知っていた。
そこでマルクスは彼の認識と革命的理論を革命的実践に変える使命をもっ労働者のあいだにひ
ろめたいと思L、，そのための活動を開始した。
1854年iニイギリスのチャーテイストの代表者たちがマンチェスターに集まったとき，マルク
スは挨拶の手紙のなかで次のように述べている。
「労働者階級は白然を征服した。いまや彼らは人聞を征服しなければならなL、。この企てに
成功するために，彼らは力ではなくて，共同の力の組織，全国的規模にわたる労働者階級の組
織を必要とする。」
そして1847午以来， 「決戦の目にプロレタリアートが勝利できる力をもつためには，特別な
党を，他のすべてから分離しそれらに対立して，自覚をもった階級政党をつくる必要がある」
と主張しつづけてきた。
このようにマルクスは歴史上はじめて，労働者の組織化と党の建設によって新社会の実現を
めざしたのである。
マルクスの唯物史観の理解にあたって，次の点についても正しく認識する必要がある。
マルクスはさきの「序言」で， 「ある社会構成は，発展の余地ある生産諸力がすべ発展しき
らないうちは，決して没落するものではなLリと述べていた。
しかし社会主義社会を実現した各国をみるとき，生産力の発展が不十分な諸国のなかから社
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会主義国が出現しており，発達した資本主義諸国は，いまだに社会主義へ移行していなL、。こ
のような現実に対する解答として，資本主義的発展とその矛盾の解決を一国単位でみるのでは
なく，世界資本主義の矛盾の見地からみなければならないとLサ解釈がある。すなわちロシヤ
の革命についていえば，帝政ロシヤは資本主義の発展においては不十分であったが，世界資本
主義の矛盾がロシヤとLづ資本主義の鎖の最も弱L、一環で爆発した，というのである。
しかしマルクスのさきの叙述をそのままにうけとるなら，資本主義の後進国からではなく，
生産力の高い先進国から草命が起らなければならないであろう。
ではマルクスのこの叙述をどのように私たちは理解すべきだろうか。
マルクスのさきの叙述における規定は，人類がまだ社会発展の法則や資本主義が社会主義へ
移行せざるを得ない必然性が解明されていなかった当時，したがって目的意識的に新社会を建
設するとしづ思想・知識と，それを実現する主体としての賃金労働者階級の出現以前の段階で
ある当時においては妥当な規定だったのである。そのような歴史の段階では，それらの社会は
生産力が発展しきらないうちは没落して次の社会へ移行しなかったのであり，社会は生産力と
生産関係の矛盾の激化のなかで立上った人民大衆の闘争によって，一歩進んだ‘次の社会に移行
したのである。
しかし，マルクス主義の出現以後は，自覚した人民大衆が党と指導者のまわりに結集して，
社会革命を行なうことが可能になったのである。
このことは，社会発展の原動力，推進力が，いつの時代でも自主性のためにたたかう人民大
衆ではあるが，しかし目的意識的に理想、とする社会，つまり社会主義，共産主義社会の建設が
可能となったのは社会主義革命を労働者階級がめざし，人類の「前史」に終止符を打ち，人類
の「本史」を迎えようとする時代になってからであることを意味する。 1917年のロシヤにおけ
る10月社会主義革命の勝利は，人類が理想、社会実現に向って歩みだした最初の第一歩であり，
各国の労働者に多大の影響を与えたのである。
第三次世界大戦後の朝鮮や中国をはじめとする社会主義社会の実現も同様である。
マルクスは『経済学批判』の「序言」で，麿史発展の自然科学的正確さで，生産力と生産関
係の矛盾の激化によって社会苧命の一時期がl土じまることを明らかにし，また『共産党宣言』
で人類の歴史は階級闘争の歴史であると指摘し，社会主義・共産主義の実現によって人聞の解
放が実現することを明らかにした。
マルクスは人間の解放を究極の課題としていた。 1844年に，若きマルクスは「人聞が人間に
とって最高の存在である。したがって人聞がし、やしめられ，隷属させられ，見すてられ，軽蔑
された存在にしておくようないっさいの諸関係をくつがえさなければならなL、」と『へーゲル
法哲学批判・序説』のなかで述べている。
マルクス主義の創始によって労働者階級は，はじめて，科学的世界観をもつことになり，社
会発展の法則と無階級社会実現の方途を知ることができたのである。
108 立教経済学研究第43巻第2号 1989年
7 主体的歴史観
マルクス主義の歴史観を継承し，かつ発展させたのは「チュチェ史観」である。
金日成主席は次のように述べている。
「勤労人民大衆は歴史の主体であり，社会発展の原動力であります。人類の歴史は自主性の
ための勤労人民大衆の闘争の歴史であり人民大衆の創造的活動によって歴史が発展し，社会運
動が進められます。」（「人民政権をいっそう強化しよう」 1977年12月15日〉
また金正白書記は次のように述べている。
「自然と社会の改造をめざす人民大衆の闘争によって歴史は発展します。歴史が発展すると
いうのは，すなわち歴史の主体としての人民大衆の地位と役割が強まることを意味します。」
（「チュチェ思想について」 1982年3月31日〕
ここで述べられているように，歴史の主体は勤労人民大衆であり，人類の歴史は，自主性を
めざす勤労人民大衆の闘争の歴史であり，人民大衆の創造的活動によって歴史は発展する。ま
た歴史の発展とは人間の自主性と創造性の発展の歴史があり，世界における人聞の地位と役割
の発展の歴史である。
金E日書記は前出の「チュチェ思想について」のなかで「チュチェ思想、によって明らかにさ
れた社会・歴史原理は，新しL、社会・歴史観，チュチェ史観であります」と述べ，チュチェ史
観の基本原理を次の4点にまとめている。
①人民大衆は社会・歴史の主体である。
① 人類の歴史は人民大衆の自主性をめざす闘争の歴史である。
③社会的・歴史的運動は人民大衆の創造的運動である。
④ 草命闘争において決定的役割を果たすのは，人民大衆の自主的な思想、意識である。
歴史の主体は勤労人民大衆であるとしづ命題は，チュチェ史観の第1の原理である。これに
より，チュチェ史観は，自然の運動と区別される社会的運動の基本的な特徴を明らかにした。
自然の運動には，その運動を展開する意識的な主体はない。白然の運動は客観的に存在する
白然（物質〉のもっている性質によって，文字通り，自然発生的に生じる。これに対して社会
の運動は，勤労人民大衆の主体的，主動的活動である。すなわち人民大衆が歴史の推進者であ
る，革命と建設の主人であり，自然を改造し，社会を変革する決定的要因である。
チュチェ史観の第2の原理は，人類の歴史は人民大衆の自主性をめざす闘争の歴史だという
ことである。
人民大衆はあらゆる束縛と隷属から脱却して自主的に生き，発展しようとする。しかし人民
大衆の自主性を妨げる障害は，自然にもあり，社会にもあり，人間自身にもある。それゆえ人
聞は，間断なく自然の脅威とととたい，自然を利用して生きてきたのであり，また社会の不合
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理な抑圧に反抗して闘争し，社会改造をおこない，人間自身を発達させ，より有力な存在に高
める努力を続けてきたのである。
とくに社会を改造する闘争は，現在，人民大衆が階級的および民族的隷属から脱して，自主
的に生きるための闘争として，世界的に展開されている。そして自主性をめざす人民大衆の闘
争は，いまや社会主義・共産主義社会を目的意識的に実現しようとする闘争として，過去のい
ずれも時代よりも高い段階に到達している。
現在，世界的に展開されている民族の解放闘争や階級闘争，帝国主義に反対し，核兵器に反
対する闘争は，すべて人びとが自主的に生きょうとするための闘争である。
社会と歴史の発展程度をばかる根本的尺度ば人民大衆の自主性がどの程度実現されているか，
ということである。あくまでも人聞を中心にして社会と歴史の発展をみなければならない。
チュチェ史観の第3の原理は，社会的歴史的運動が，人民大衆の創造的運動だということで
ある。
社会的・歴史的運動が創造的運動だということは，この運動の主体である人民大衆が創造住
をもってL、るからである。
人類の歴史が始まって以来，人民大衆は創造的活動によって自然に働きかけ，その生存と発
展に必要な生活資料を獲得し，自然改造運動を展開し，また社会制度を変革する創造的活動に
よって，よりよい社会を実現してきた。まさにこのように，人類の歴史は，人民大衆の創造的
運動の発展の歴史である。
チュチェ史観の第4の原理は，人民大衆の思想意識が革命闘争において決定的役割を果たす
ということである。
およそ人間の自主的で創造的活動は，意識的に行なわれるのであるが，この意識のなかで，
最も重要なのは人間がみずからの運命を自己の力で切り開き，自らの運命の主人となろうとす
る自主的な思想意識である。
チュチェ史観の4つの原理は，社会的・歴史的運動の本質，その推進力についての新しし、，
輝かしし、解明である。
8 人類の「前史」から「本史」へ
現在，人類はマルグスが『経済学批判』の「序言」で述べている「前史」から「本史」への
過渡期にあるとL、えよう。この地球上から，帝国主義，植民地主義，人種差別などの反動勢力
が一掃され，搾取と抑圧から勤労人民大衆が完全に解放され，人間の自主性が全面的に実現さ
れる時代の到来は決して夢ではなく，現実となるであろうことは，多くの先覚者の指摘すると
ころである。
今日までに人類が経験してきた，自主性をめざす社会の発展史を簡単に概観しよう。
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歴史の発展過程は，それぞれの民族や国家の相違によって，さまざまであるが，しかし各民
族，各国家が，どのような特色をもち，複雑な過程をたどってきたとしても，地球上の民族や
国家，社会の発展は，大きな潮流として，一つの発展法則がみられた。原始共同社会，奴隷社
会，封建社会，資本主義社会，社会主義社会の流れがそれで、あり，この五つの社会形態を，人
類は時代的な経過Ji民序で，この地球上の各地に出現させてきたのである。ただしこの五つの社
会形態を，ある一つの社会が単線的に実現してきたものでないことは歴史的事実の示す通りで
ある。
この五つの社会形態の発展史は，一言でいえば，人民大衆の自主性と創造性と意識性の発展
史である，といえよう。
原始共同社会の前段階として，私たちは原始人群の時代があったことを知っている。
動物の群から直接に発生した人びとの最初の結合形態は「原始人群Jである。この時期は，
人聞が動物的本能から次第に脱皮して，社会的な要素と生物的な要素との闘争において，社会
的・人間的要素をすこしずつ発展させてきた時期であった。いいかえれば，人聞社会が動物の
群から脱出して，形成されつつある時期であった。
原始人群は，長い期間を経て，やがて徐々に血縁を基礎としながらも，次第に地線的要素を
加味し，狭騒な血鰻的つながりを越えて，氏族的原始共同社会へと移行したのである。
原始共同社会は，原始人群よりは，やや進んだ社会ではあったが，しかし，自然に対する改
造能力や思想・文化水準は極めて｛忠、社会であり，もちろん三大改造運動も存在せず，ただ自
然改造運動とそれにともなう人間改造運動が，非常に緩慢な発展テンポで進行していた。当時
の人びとは生きるのに精いっぱL、だったのである。しかしそうした生活のなかでも人間の自然
へ聞きかける能力は，次第に向上し，やがて白分たちの生活に必要な生産物（必要生産物）と必
要生産物以上に，余分な生産物剰余生産物を生産するようになった。
剰余生産物が生産されるようになるにつれて，すこしずつ共同体員の個人的能力の差も目立
つようになった。また個別的，家族的に生活資料を獲得する条件も生まれ，やがて原始共同社
会で行なわれてきた，必要に応じての平等の分配ではなく，能力に応じた，役割による分配が
なされるようになった。
必要に応ずる平等の分配に反対し，役割に応ずる分配を要求し，その先頭に立ったのは，比
較的に自主性と創造性の強L、人であったとみられる。
役割に応じた分配が実施されるようになると，分配された物の個人的所有も認められるよう
になり，こうして貧富の差が発生する。やがて富者は貧しい人びとを従属させて，搾取するの
を当然と考えるようになり，ここに搾取者と被搾取者とLづ階級が発年し，地球の一部に奴まま
制社会が発生した。
奴隷制社会の出現の物質的前提条件は，剰余生産物の生産であるが，これは奴隷制社会発生
の原因では，決してなL、。奴隷制社会発生の原因は，あくまで、も，当時の人間の思想意識水半
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の低さにある。このことは，今日，人類が，剰余生産物を公平に分配するより高い水準の社会
主義から，さらに高度の共産主義を志向していることをみても明らかである。ただ生産力の発
展による剰余生産物の生産とLづ客観的条件からだけで，階級社会の発生をみるのは，歴史l主
人民大衆の自主性をめざす闘争の歴史であり，社会的・歴史的運動は，人民大衆の創造的運動
であるというEしい原理を放棄する見解である。
もともと剰余生産物の生産それ自体は，良いことであヮて，悪いことではない。剰余生産物
は人間の生産力の向上の結果である。問題はこの有利な条件を，社会全員のために役立たせる
ことができず，搾取階級を生み出したことなのである。
奴隷制社会は，人聞を牛馬のように扱う階級社会であったが，原始社会に比べると，生産力
も文化水準も高い社会であった。
古代ギリシャとローマで成立した「奴隷所有者的民主主義」は国家制度の発展を促進し，ま
た彼らの文化遺産は，今日でも尊重されている。しかし，奴隷制社会は，その内的原因によっ
て崩壊せざるを得なかった。
奴隷に対する支配階級の搾取と圧迫は，奴隷の反抗をひき起さざるを得なかった。また奴隷
は生産の発展によって，直接利益をうけることがなかったので，生産の発展に何らの関心も持
たなくなり，他方，奴隷所有者たちにとっても，奴隷を酷使することが，牛馬を使うよりも別
に大きな利益にならなくなってきた。まだ戦争で奴隷を大量に獲得できる条件のあった頃は，
奴隷労働も引き合ったが，－＿§＿征服戦争が終り，奴隷の給源が枯渇し，奴草案の買値が騰貴して
くると，奴隷制生産は不利になってきた。考えるならば，人間の価値を無視して，動物として
取り扱うとしづ制度が，一時的に力を発揮することがあったとしても，この制度が長く存続す
ることは，不可能であったといわなければならない。
こうして奴隷制社会の末期には，奴隷の一部は完全な人身的隷属から解放され，自由な小生
産者になったり，またある程度の家庭的生活を認められるようになったのである。
こうして，支配階級の側からも，崩壊に高面した条件に即応して，一部の奴隷主は，奴隷に
封建的な小作制に似た搾取制度を適用したのである。こうして奴隷制は農奴制へ移行した。
封建社会の成立により，勤労人民大衆の地位と役割は，奴隷制時代より一歩，高められた。
Lかし封建社会も，過酷な搾取制度であったことは，周知の通りである。
封建領主は，「百姓は生かさぬように， 殺さぬように」，「百姓とごまの油は， しぼればしぼ
るほどとれる」として，農民の剰余生産物の一切を収奪した。
だが，中世の暗黒な支配下でも，勤労大衆の自主的な要求の発展を抑えることはできなかっ
たe
生産力の発展に伴って，商品質幣経済が発展し，経済的自立性の比較的5晶、上層農家や，手
工業者，薦人などが拾頭してきた。そして文芸復興や宗教改革が起こり，反封建民主主義革命
をめぎす思想的・文化的基盤が形成された。
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とくに封建制社会で，経済的自立性と思想的文化的水準が高かったのは，都市の商工業者た
ちであった。彼らは，反封建的な大衆運動の指導者として，ブルジョア革命の先頭に立って閣
った。しかし彼らは，古い支配階級と妥協し，しばしば立憲君主制を実施し，このためブルジ
ョア社会成立後も，封建遺制は長い間，資本主義社会の発展に影響を与えた。ドイツや日本で
は，この特徴が強くみられたのである。
封建社会から資本主義社会への移行も，勤労人民大衆の忠想意識と文化水準の低さによって
規定された。すなわち彼らはまだどのような社会を実現すれば，真に人聞が解放されるについ
ての科学的知識をもたなかったのである。
そのうえ，封建社会を打倒する使命をもっ人民大衆のなかでの勢力も数的にすくなかったこ
とも見：接してはならないで、あろう。
たとえば19世紀のフランス革命当時，住民2,600万人のうち 2,300万人が農民であり，都市
の労働者と手工業者は，わずか200万人ほどであり，ァソレジョアジーの方は100万人ほどであっ
。?
マルグスが『資本論』の執筆をはじめた1860年代においても，産業労働者の数は，当時の世
界の人口の約1パーセントにすぎなかったのである。
このように，封建社会末期の労働者が数的にすくなく，まだ科学的共産主義思想、も普及され
ていなかった当時，労働者階級が反封建民主主義革命を指導することはできなかったのであり，
ましてや社会主義を志向する条件も，主体的客観的に存在しなかったのである。
人間解放を自己の使命として，すべての勤労人民大衆を解放しない限り，自らも解放できな
いとLづ思想、の形成は，労働者階級の卓越した指導者であるマルクスとエンゲルスによって果
された。彼らはマルクス主義を創始し，歴史上はじめて，目的意識的に理想、の社会を実現する
方途を示したのである。
マルクスは「哲学者はさまざまに世界を解釈したが，大切なことは世界を変革することであ
る」と述べ， 「万国のプロレタりアート団結せよ」とのスローガンを掲げて，第一インターナ
ショナル（労働者数育教会〉を設立し，労働者階級の教育啓蒙に力を尽したのは，マルクスが社
会歴史の主体としての人民大衆の役割を重視していたことを示している。
ただしマルクスl土，実践家としての彼のこのような考えを，人間中心の社会・歴史観として
理論的に確立して；土いないのであって，この諜題は，すでに述べたように，チュチェ史観によ
って果されたのである。
マルクス主義の出現により，労働者階級は階級社会（人類の前史〉に終止符aを打ち，人類の
理想、社会〈人類の本史〕を建設するとL、う自己の歴史的使命を自覚した自主的な，歴史の主体
としての道を歩み始めた。こうして多くの国で社会主義が実現され，まだ人民が政権を護得で
きないでいる国々でも，白覚した勤労人民大衆の戸が，支配階級に大きな影響を与えつつある。
1917年のロシアにおける10月社会主義革命の勝利によって，資本主義は，全世界を包括する
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単一体制ではなくなった。そして第二次世界大戦は，世界に大きな玄｛じをもたらした。すなわ
ち，アジアやヨーロッパに社会主義国家が出現したこと，植民地体制が全面的に崩壊しはじめ
る端緒が開始されたこと，およびアメリカ帝国主義が，帝国主義諸国の頂点に立ったことなど
がそれである。
アメリカの工業生産力は，第二次世界大戦後，戦前の二倍以上に増大した。戦争直後のアメ
リカの総生産は，世界の総生産の半分にも達した。また1949年には，アメリカは資本主義世界
の金の56.2パーセントにあたる245億6,300万ドルの金を保有していたのである。
第二次世界大戦後，帝国主義の支配方法と略奪方法は，いっそう技掃となった。
帝国主義者は，社会主義勢力の伸長と，労働運動の高まりに脅威を感じ，新興独立諸国，発
展途上諸国の主権を名目的に認め， 「援助」を提供する方法で，これらの諸国を政治的・経済
的に従属させ，これら諸国の膨大な原料資源を略奪し，これら諸国を自国の商品の販売市場と
した。すなわち彼らは「新植民地主義」を遂行したのである。
こうした結果，発展途上諸国の民族産業は釘撃をうけ，このため発展途上諸国の人民の生活
は，いっそう貧困の度を加えた。
アメリカ帝国主義は， 1960年代にはいるや資本の国際化を強めた。第二次世界大戦後の資本
主義世界の重要な変化は， 「多国籍企業」の出現である。
金正日書記は次のように指摘している。
「アメリカの独占資本は，発達した技術と優勢な経済力によって資本の対外進出を強め，各
国に子会社を設置する方法で多国籍企業をつくりだしました。 1960年代にはし、って，他の発達
した資本主義諸国でも多国籍企業が多数出現しました。こうして資本の国際化が急速に推進さ
れ，アメリカをはじめ発達した資本主義国の多国籍企業が資本主義世界の経済を牛耳るように
なりました。」（「反帝闘争の旗をさらに高く掲げ，社会主義・共産主義の道を力強く前進しよう」 1987年
9月25日〉
先進資本主義諸国は，旧帝国主義時代のように，世界をいくつかの勢力圏に分割するのでは
なく，相互の市場に多国籍企業を受け入れ，その相互依存を認めることによって，グローパJレ
な市場における多国籍企業の共通の利益を追求し，公然あるいは秘密裏な国際カルテJレを結成
し，また国際金融機関の支配圏を拡大した。
しかし多国籍企業は，世界的に貧富の差を拡大した。世界銀行によれば，発展途上諸国の債
務総額は， 1978年には4,000億ドルであったが， 1987年末にはl兆l千9百億ドルlこ達してい
る。
1980年代には，世界人口の約14パーセントを占める富裕な国の人口 l人当たりの国民所得が，
平均して1万 1,521ドルであるのに対し，世界人口の約50.1パーセントを占める貧しい国のそ
れは，平均266ドルにすぎないのである。
しかしこのような事態は先進資本主義諸国にもはね返らざるを得ない。なぜなら発展途上諸
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国の経済が衰退し，外債が増大すれば，発展途上諸国の購買力と支払能力が低下するからであ
る。このためヨーロッパの主要な資本主義諸国の失業率は12～13パーセントに達している。
現代帝国主義が対外的にも対内的にも多くの矛盾を深めていることは明らかである。
しかし帝国主義はおのずから消滅するものではない。革命の前衛部隊である労働者階級の党
と，そのまわりに結集し，団結した人民大衆，および党と人民の優れた指導者がいて，はじめ
て社会革命は成功裏におこなわれる。
原始人群から原始共同社会を経て，奴隷制社会，封建社会，資本主義社会，そして社会主義
社会へと発展してきた人類の歩み，社会の発展史は，結局は，人聞の自主性と創造性および意
識性の発展の歴史であった。
人間の運命，人類の未来に対して，まださまざまな悲観的要素と悲観的見解がみられ，人び
とをして不安と危倶にかりたてる現象もすくなからず存在するが，しかし私たちの理想とする
社会，すなわち勤労人民大衆が社会の真の主人となり，人間相互の愛情と信頼が無限に深まり，
人聞の自主性が完全に実現され，発展を続ける社会を，人類は必ずこの地上に実現し，人類の
「本史」は開始されるであろう。
